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Abstract: While regional developments by tourism are being carried out everywhere, analysis of

tourism with the help of GIS is in an early stage of study.Here, we have analyzed mainly about

tourism resources with the use of GIS and multivariate analysis.In high school education, tourism

is experienced through school excursions, but tourism itself isn't an object of scientific

analysis.Tourism resources seem to be of much educational value as study materials of GIS.I hope

this paper will help establish spatial information science at high school and will also help regional

developments.
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1. はじめに

国レベルでは観光立国推進基本法が制定され、

観光庁を設置し、観光を 21 世紀のリーディング

産業と位置づけ観光立国を目指しているところ

である。新潟県においても「新潟県観光立県推進

条例」が平成 21 年に施行され、新潟県の魅力を

情報発信して、観光振興を図り地域の活性化に繋

げようとしている。しかし、自治体レベルでは GIS

や多変量解析を援用しての観光に関する解析は

未だ少数のように思える。高校においては観光は

修学旅行という形での体験にとどまり、観光その

ものについて解析をした事例は皆無といってよ

い。そこで本稿は観光資源を中心に GIS と多変量

解析による解析を行ったものである。今後の高校

での観光に関する解析・空間情報科学の確立、地

域振興に貢献できれば幸いに思う。

2. 阿賀町について

阿賀町は、新潟市の東約 60 ㎞に位置し、人口

12,468 人（2013 年）面積約 952.88km2。2005 年

に津川町、鹿瀬町、三川村、上川村の 4地区が合

併し発足。町の中央には阿賀野川が流れ、古くは

港町として栄えた。また古くは会津藩の領地であ

り、会津藩にとって重要な地域であった。この町

を通る会津街道を吉田松陰や十返舎一九が歩い

たことでも知られている。歴史が色濃く残るこの

町では、毎年 5 月に「狐の

嫁入り行列」が行われ、全

国各地から多くの人が訪れ

る。さらに町は自然豊かで、

都会に住む学生達が農業体

験を目的として多数訪れて

いる。冬の豪雪と山々に囲

まれた盆地による夏の温暖

な気候から稲作が盛んに行

われており、良質の米とそ

の米から作られる日本酒の

図１ 阿賀町の位置 産地ともなっている。

３. 研究の方法

まず、新潟県の観光に関するアンケート結果の報

告書をもとに概観し考察を加え、さらに阿賀町の
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ポジションを探ることとする。次に阿賀町の観光

資源についてGISや多変量解析を援用して空間分

布や特色を中心に解析を行う。また、観光ガイド

さんに観光コースを案内してもらい、併行してフ

ィールドワークを行って景観等を検証して問題

点を抽出することを目的としている。最後に AHP

による観光地選好を行い、自治体等へ成果を報告

することとする。

4. 平成２４年度新潟県観光地満足度調査報告書

（平成２５年３月）の分析

年間の観光客の満足度を見ると、前回平成 21 年

～平成 22年と今回の平成 23年～平成 24 の調査

結果の比較では大変満足が前回は 21%、今回が

25.1%で前回より 4.1%増加し、やや満足が前回は

44.7%、今回が 45.4%で 0.7%の微増であった。行

政や観光関連事業者の努力の賜だと思われる。し

かし、これらのデータをχ２検定にかけてみたと

ころ、５%水準で有意な差は見られないと言う結

果となり、一喜一憂する必要もないようにも思え

る。しかし、さらなる満足度の向上に向けた努力

が必要であることは言うまでもない。

図２ 季節別動向

次に季節別による動向を見てみるために、コレス

ポンデンス分析にかけたところ、第１軸には、友

人で新潟から春や秋という比較的気候が穏やか

な季節に訪れる熟年層のリピーターの軸が抽出

された。第２軸には 60歳代で春に訪れる旅行者

の軸が抽出され、いずれの軸も 60歳代が抽出さ

れ、退職後の比較的時間に余裕のある方々の姿が

浮かび上がった。阿賀町のポジションについては

温泉地別のリピーター率では御神楽温泉が 62%で

トップを占めているが、きりん山温泉・角神温泉

は 33%で新潟県の平均値 47. 6%を下回り、佐渡に

次いで低い数値となっている。

5. 阿賀町の観光資源の解析

5.1 変動係数と主成分分析

阿賀町には７箇所の温泉地があり、平成 21～平成

24 年までの入込客数を見てみると、変動係数が小

さいのは津川温泉の 0.11、次いで御神楽温泉と七

福温泉が 0.18 であり、安定した集客力を維持し

ていることが分かる。変動係数が一番大きいのは

きりん山温泉の 0.42 であった。

表１ 温泉の変動係数

次に阿賀町の温泉、自然、体験、レジャー、史跡・

文化財、物産に属する観光資源 126 を主成分分析

にかけたところ、主成分１にはレジャー、自然が

抽出され、主成分２には温泉等が抽出された。

図３ 主成分１の結果

４地区ごとの主成分得

点を見てみると、三川

が主成分１の得点が高

く、主成分２は津川と

三川が高く、おおよそ

特徴を捉えた結果とな

図４ 主成分１ っている。

5.2 観光資源の空間分布

ここでは阿賀町の観光資源の空間分布について、

K 関数で集積傾向の解析や空間的自己相関の検出、

また修正ウィーバー法で４地区の観光の特色を

抽出してみるこことする。



まず、阿賀町の観光資源の集積傾向を見るために

CrimeStat にて Ripley の K 関数を算出(simulation

runs1000)してみた。全体的に集積傾向にあるが、

特に 1,230m

に集積して

いる様子が

窺えた。次に

文化財の空

間分布につ

図５ RipleyのK関数 いて Geodaで

空間的自己相関をみてみると、１%水準で有意な

正の空間的自己相関は検出されなかった。尚、I

統計量は-0.1212 であった。

文化財に指定された時期

を大正、昭和前期、昭和後

期、平成の４つに区分し、

文化財の標準偏差楕円の

中心の推移を見てみた。

図６ I 統計量 その結果、文化財全体の中

心は鹿瀬地区に位置し、昭

和後期は両郷、平成は鹿瀬

と北北東へ約 6.7km 移動

（spider chart で測定）した

ことが明らかとなった。尚、

回転角は 75.5°であった。

図７ 標準偏差楕円 標準偏差楕円は地形と類似

するということはこのケースにもあてはまった。

5.3 阿賀町の観光の特色

阿賀町の平成 25 年度観光イベントカレンダーよ

りイベントの季節別変動をみるために、イベント

開催地の住所を特定して元来は動物の行動解析

に使用するHawthsToolsにより町丁ポリゴンの代

表点に格納してみた。春は各地区での鍾馗様祭り

に始まり、最大のイベントである狐の嫁入り行列、

四季を通して雄大な自然や文化を堪能できる空

間となっている。このイベント回数と観光資源の

構成比により k-means 法で類似度を探った。

第１クラスタ－の重心は温泉の数値が一番大き

く、次に自然であり、こう

した数値が高い鹿瀬や五十

沢が同じクラスタとなり、

第２クラスターの重心は夏

のイベントの数値が大きく

次いで春と秋のイベントで

図 8 K-means 法 あり、こうした数値の高い釣

浜や津川が同じクラスタとなった。次に４地区ご

との観光の特色を見るために修正ウィーバー法

で組合せを探ってみた。その結果、三川は温泉+

物産+体験+自然で、津川は物

産+史跡・文化財+温泉+体験が

抽出された。また、阿賀町で

は体験交流型観光に力を入れ

ており、新潟県内外より小中

高校生を対象に平成15年から

図９ 特色の抽出 NPO 奥阿賀ネットワークを中

心に 60 以上のメニューを提供している。毎年３

０校以上が奥阿賀を訪れ、事業に関わる女性や高

齢者は地域に「住み続ける」ために人との交流を

通して「意識が活性化」されたとしている。平成

23 年度に訪れた団

体の経済効果（従

属変数）と距離・

延べ宿泊数（説明

変数）に GWR を適

図 10 経済効果 用したところ R2 値

0.962(重回帰は 0.958)という結果であった。また、

この団体の住所を特定して緯度経度を平面直角

座標に変換して、ネットワーク分析に援用される

Pajek により可視化してみた。Pajek はマップの

作成にも有効である。このネットワークがさらに

重層になることを願うものである。その他の特色

としては、農家民宿が上川地区に３軒、鹿瀬地区

に２軒、津川地区に２軒、三川地区に２軒の計９

軒あるが、こうした民宿を拡充して都会の人達と

の交流を促進すべきである。



6. フィールドワークの結果

阿賀町では今年４月よりボランティアによる観

光ガイドが始まり、手頃な時間で見学を堪能でき

るようになった。この観光ガイドさんに案内をし

てもらい、併行してフィールドワークを行い、GPS

付腕時計、クリノメーター、メジャー、PDA を携

行した。ArcMap のエディタでガイドコースを再現

してみると、ジオメトリ演算の結果は約１.８kｍ

であった。尚、所要時間は約１時間半の設定とな

っている。フィールドワークの結果であるが、貴

重な観光資源である雁木が所々で途切れおり、魅

力としては欠ける。また、バリアフリー度につい

ても傾斜が７°以上ある地点や特に小路は幅員

が狭く、車いすの方は見学が困難であることが明

らかとなった。また、GPS のログ解析により、重

点的な説明

箇所が明ら

かとなり、

観光行動へ

の GIS の有

効性が証明

され、さら

図 11 log の解析 に応用も期

待できると思われる。個人レベルでの景観に配慮

した事例も見受けられたが、やはり行政の援助が

必要と思われた。フィールドワークの結果に基づ

き共同研究者による評価について一致係数を算

出したところ、景観については 0.381、色彩につ

いては 0.201 であった。

7. AHP による観光地の選好

今回の研究のまと

めに当たり、共同研

究者による AHP（一

対比較）を援用して

図12 AHPによる意思決定 の観光地選好を行っ

てみた。観光地選好を目的として、評価基準に宿

泊施設、観光施設、買い物（土産物）、体験、レ

ジャーを設定して一対比較を行い、重要度を求め

た。次に評価基準ごとに代替案４地区間の一対比

較を行った。C.I.はいず

れも 0.1 を下回った。そ

の結果、鹿瀬が総合的重

要度 0.2717 で一番の評

価を得た。宿泊施設を重

視している点が特徴で

ある。

図 13 AHP の結果

8. まとめとして

先行研究が数少ないのでGISをどの場面で使用す

べきか苦慮した。一流の観光地を目指すのではな

く、少しでもリピーターを獲得できるような努力

を地道にすべきと思われる。そのためには農家民

宿を拡充して農村空間の商品化を図り、都会の人

に癒しの空間を提供したり、小路の魅力開発に力

を入れるべきである。また、観光資源は GIS の教

材としても有効であることを証明でき、観光資源

やアンケート結果の解析手法を提示できた点は

意義が大きい。体験交流型観光事業については、

「意識が活性化された」ことは生きることの意味

を再認識されたものと解せられる。今後は景観の

意味を探り、大学での研究へと繋げていきたい。

阿賀町でもGISや多変量解析を援用したまちづく

りが進むこと祈念してまとめとしたい。
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